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　「一人でも多くの人に、登米市の自然の良さを感
じてほしい。その一心で活動を続けています」とほ
ほ笑む髙橋さん。
　活動のきっかけは30年前、平筒沼いこいの森を
散歩していたとき。斜面いっぱいに広がるカタク
リの美しさに感動し、その光景が頭から離れなく
なった。当時、教員だった髙橋さんは、児童たちに
も自然の良さを知ってもらい、学びにつなげたい
と、校外授業でいこいの森の散策を提案。「始めて
みると、教室では落ち着きがない子が自然の中で
はリーダーになっているなど、新しい一面を発見
できました」。児童が楽しみながら学習すること
は、意欲的に知ること、学ぶことにつながった。
　危険なものを実際に見て、学べることも重要な

役割の一つ。「今は危険なものから小さい子を遠ざ
ける人も多くいますが、危険なものだと知ってい
た方が、自分で考え対処することができるように
なります」と、活動中はヘビやハチなどの危険性に
ついて必ず説明し、安全を徹底している。
　退職した今も、市の環境出前講座などで自然の
良さを伝え続ける。「児童たちの多くは、将来、登米
市を離れるかもしれません。それでも、帰省した時
に自分の子どもを思い出の場所へ連れて行くと思
います。そうやって古里の良さが次の世代に伝わ
り、登米市の自然環境も守られていくと思うんで
す」―。
　今日もいこいの森では、髙橋さんが見守る中、子
どもたちが新しい学びを見つけ、成長している。
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